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２３　広報しんごう　H20・３

住みよい村づくりに24億1,200万円住みよい村づくりに24億1,200万円住みよい村づくりに24億1,200万円
　
平
成
20
年
新
郷
村
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
３
日
か
ら
３
月
７
日
ま

で
開
か
れ
、
平
成
20
年
度
新
郷
村
一
般
会
計
並
び
に
９
つ
の
特
別
会
計
予
算

が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
度
新
郷
村
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
24
億
１
、２
０
０
万
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較
す
る
と
、
３
、２
７
０
万
円
、
１
・
４
％
増
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

歳出 24億1,200万円

（　）は構成比

農林水産業費
2億2,353万2千円

（9.3%）

教育費 2億481万6千円（8.5%）

商工費 1億5,322万6千円（6.3%）

消防費 9,551万9千円（3.9%）

衛生費 7,649万1千円（3.2%）

議会費 5,194万4千円（2.2%）

その他 380万4千円（0.2%）

土木費
2億1,769万3千円
（9.0%）

公債費
5億6,994万9千円

（23.6%）

�民生費
�4億6,545万9千円

（19.3%）  総務費�
3億4,956万7千円

（14.5%）

新郷村各会計別当初予算額 （単位：千円・％）

合　　　　　　　計 40億6,131万0千円

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療 30千円 －3      3,338万0千円

36億8,172万8千円

村税の内訳 1億8,145万4千円

村民税
6,108万8千円
（33.6％）

たばこ税
1,200万円
（6.6％）

軽自動車税 954万4千円（5.3％）

特別土地保有税  1千円（0.0％）

固定資産税
9,882万1千円
（54.5％）

歳入 24億1,200万円

（　）は構成比

地方交付税
15億5,000万円�

（64.3%）

県支出金 1億1,379万4千円（4.7%）

村債 1億4,800万円（6.1%）

諸収入 7,613万円（3.2%）

繰入金 3,450万円（1.4%）

その他
3億812万2千円

（12.8%）

村税 1億8,145万4千円（7.5%） 

平成20年度 一般会計予算の主な事業（　　）は前年度当初予算額

●住民基本台帳ネットワークシステムリース料・・・・・・・・・・・・・・・・・  599万9千円
●選挙費（村議会議員一般選挙）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  708万円
●路線バス等運行業務委託料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1,472万円�
●電子計算機委託料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  202万4千円�
●バス路線維持費負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  480万円�
●頑張る地方応援推進費（きのこの里事業等）・・・・・・・・・・・・・・・・・  1,121万9千円�
   

●三戸郡福祉事務組合負担金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1,209万6千円
●介護保険特別会計への繰出金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  7,889万1千円�
●老人福祉に係る経費（養護老人ホ－ム措置費他）・・・・・・・・・・・・・・・  1,401万7千円
●障害福祉に係る経費（身体障害者・知的障害者訓練等支援費他）・・・・・・・・  4,370万5千円
●総合福祉センターの運営に係る経費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1,244万6千円
●国民健康保険会計への繰出金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  3,000万円
●診療所会計（運営経費等）への繰出金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1,000万円
●後期高齢者医療に係る経費（療養給付費負担金他）・・・・・・・・・・・・・・  5,452万6千円
●保育所の運営扶助費（戸来・西越保育園）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  8,200万円
●児童手当等児童措置費（児童手当他） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1,599万円

平
成
20
年
度
一
般
会
計
予
算

総　務　費（明るく豊かで住みよい活力ある村づくりをめざして） 3億4,956万7千円 （3億2,154万9千円）

民　生　費（住民福祉の充実をめざして） �4億6,545万9千円 （4億4,930万円）

一 般 会 計

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険

国民健康保険診療所

簡 易 水 道

老 人 保 健

特定環境保全公共下水道

公共用地先行取得事業

農 業 集 落 排 水 事 業

会　　　計　　　別

24億1,200万0千円

12億6,972万8千円

34億4,570万0千円

31億2,874万2千円

34億3,509万5千円

3　  3,736万0千円

31億3,250万9千円

34億1, 10万0千円

34億4,180万7千円

34億1,503万5千円

平成20年度当初予算額 平成19年度当初予算額

23億7,930万0千円

16億8,201万0千円

34億5,950万0千円

31億2,328万5千円

34億3,164万2千円

34億3,980万0千円

31億9,076万4千円

34億1,110万0千円

34億3,992万3千円

33億9,699万6千円

1.4%

△  24.5%

△    3.0%

4.4%

10.9%

△  91.5%

△  30.5%

＋410.0％

4.7%

4.5%

△9.3%

前年度対比
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●インフルエンザ予防接種等の委託料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  298万1千円

●十和田地区環境整備事務組合（し尿処理）への負担金・・・・・・・・・・・・・  963万5千円

●十和田広域事務組合（ごみ収集等）への負担金・・・・・・・・・・・・・・・  1,467万6千円

●癌検診等の委託料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  659万8千円

●老人保健特別会計（医療費等）への繰出金・・・・・・・・・・・・・・・・・・  310万3千円

●簡易水道への繰出金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1,517万4千円

●農業奨励費（有機資源活用促進補助・良質米生産対策事業補助他）・・・・・・・  702万2千円

●五戸台地管理事業費に係る経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  5,001万7千円

●畜産事業・放牧事業に係る経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1,223万3千円

●中山間直接支払事業に係る経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  4,942万8千円

●有機資源センター新郷管理経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  460万円

●造林費・機構造林受託事業費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   472万7千円

●森林整備地域活動支援事業に係る経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  414万6千円

●農業集落排水事業特別会計へ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  2,132万5千円

●間木ノ平グリーンパーク管理委託料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  2,400万円

●観光対策に係る経費（ふるさと活性化公社貸付30,000千円含む）・・・・・・・・  3,584万5千円

●温泉事業管理運営費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  4,089万4千円

●急傾斜地崩壊対策事業の負担金（金ヶ沢地区他）・・・・・・・・・・・・・・・・  400万円

●特定環境保全公共下水道会計への繰出金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  7,630万6千円

●上間明田橋整備事業費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  4,506万円

●除雪ロータリー車購入費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  3,000万円�

●消防用備品（活動服）購入費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  200万円

●消防用備品（活動服可搬式ポンプ）購入費（大谷地・横沢）・・・・・・・・・・  302万1千円

●八戸地域広域市町村圏事務組合に係る経費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・  6,202万8千円

●スクールバス委託費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  411万6千円

●新郷中学校校舎屋根塗装工事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1,416万円

●奨学金の貸付（高校、大学への奨学金貸付）・・・・・・・・・・・・・・・・・・  1,260万円

●社会教育施設管理費（美郷館・公民館等の管理費）・・・・・・・・・・・・・・  898万6千円

●保健体育に係る経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  591万5千円

●長期債元金償還・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  4億9,885万4千円

●長期債利子等・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  7,079万5千円

衛　生　費�（健康で幸せな村づくりをめざして） 7,649万1千円（1億784万1千円）

農林水産業費�（豊かな村づくりをめざして） 2億2,353万2千円（2億5,298万円）

商　工　費（活力とうるおいのある村づくりをめざして） 1億5,322万6千円（1億5,833万8千円）

土　木　費�（住みよい生活環境づくりをめざして） 2億1,769万3千円（1億4,162万6千円）

消　防　費�（住民の生命と財産を守るため） 9,551万9千円（9,276万6千円）

教　育　費�（人づくり・生涯学習の推進をめざして） 2億481万6千円（2億381万3千円）

公　債　費 5億6,994万9千円（5億8,230万6千円）
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平
成
20
年
第
１
回
新
郷
村
議
会
定
例
会

知
事
表
彰
を
受
賞

　
２
月
19
日
、
青
森
市
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
県
町
村
議
会
議
長
会

定
期
総
会
に
お
い
て
、
長
年
の
議

会
活
動
の
功
労
に
よ
り
全
国
町
村

議
会
議
長
会
等
か
ら
表
彰
さ
れ
た

議
員
に
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
村
か
ら
は
次
の
８
名
が
受
賞

し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。（
敬
称
略
）

□
全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

▼
議
長
在
職
７
年
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　 

横
田
　
幸
穗

▼
議
員
在
職
15
年
以
上

　
東
　
利
昭
、
小
笠
原
勝
美

□
青
森
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

▼
議
員
在
職
35
年
以
上

　
長
根
　
哲
美

▼
議
員
在
職
11
年
以
上

　
木
村
　
臣
也
、
小
笠
原
　
正

福
山
惠
一
郎
、
中
平
　
秀
夫

　
３
月
８
日
、
青
森
市
に
お
い
て

平
成
19
年
度
環
境
活
動
表
彰
が
行

な
わ
れ
、
新
郷
遊
魚
会
（
梅
川
和

雄
会
長
）
が
生
活
環
境
改
善
事
業

知
事
表
彰
に
輝
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
河
川
の
清
掃
作
業
や

保
育
園
児
と
一
緒
に
稚
魚
の
放
流

を
す
る
な
ど
長
年
の
環
境
保
全
活

動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
遊
魚
会
は
昭
和
59
年
設
立
で
会

員
は
１
６
３
名
。
授
賞
式
に
出
席

し
た
梅
川
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
自

然
豊
か
な
ふ
る
さ
と
を
仲
間
達
と

共
に
守
り
続
け
て
い
き
た
い
」
と

活
動
の
継
続
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

　
小
中
学
生
も
加
わ
っ
て
お
り
、

活
動
を
通
じ
て
得
た
環
境
保
護
の

精
神
は
次
世
代
へ
と
引
き
継
が
れ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
20
年
第
１
回
新
郷
村
議
会
定
例
会
が
３
月
３

日
か
ら
３
月
７
日
ま
で
開
か
れ
、
条
例
９
件
、
予
算

17
件
、
議
案
３
件
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
千
８
１
０
万
８
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
は
24
億
８
千
６
８
２
万
１
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
度
新
郷
村
戸
来
財
産
区
特
別
会
計
予
算

の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
１
６
８
万
８

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
歳
入
歳
出
予
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
し
ん
せ
い
五
戸
農
協
他
土
地
建
物
貸
付
収
入

３
０
１
万
円

・
造
林
事
業
費
補
助
金�

  　
　
　
　
　
　
81
万
６
千
円

・
機
構
造
林
受
託
事
業
収
入�

  　
　
　
　
１
３
２
万
円

・
繰
入
金�

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

58
万
円

・
議
員
報
酬�

   　
　
　
　
　
　
　   

１
８
５
万
２
千
円

・
戸
来
財
産
区
議
会
議
員
選
挙
費�

３
９
７
万
６
千
円

・
造
林
事
業
費�

   　
　
　
　
　
　   

１
４
３
万
１
千
円

・
機
構
造
林
受
託
事
業
費�

 　
　
　
　     

１
６
３
万
円

　
平
成
20
年
度
西
越
財
産
区
特
別
会
計
予
算
の
総
額

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
４
４
５
万
１
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
主
な
歳
入
歳
出
予
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
温
泉
使
用
料
収
入�

   　
　
　
　   
３
０
４
万
５
千
円

・
緑
資
源
機
構
受
託
事
業
収
入�

  　
　
　
３
０
０
万
円

・
議
員
報
酬
　
　
　
　
　
　
　
　   

１
４
８
万
８
千
円

・
作
業
道
刈
払
い
等
人
夫
賃
金�

　
　
　
　
　  

48
万
円

・
緑
資
源
機
構
造
林
事
業
委
託
料�

 

３
０
０
万
円

平
成
20
年
度

新
郷
村
戸
来
財
産
区
特
別
会
計
予
算

平
成
20
年
度

新
郷
村
西
越
財
産
区
特
別
会
計
予
算

歳
入

歳
入

歳
出

歳
出

多
年
の
功
績
を
称
え
て



６

　
３
月
６
日
（
木
）、
美
郷
館
に
お

い
て
第
16
回
新
郷
村
社
会
福
祉
大

会
が
開
催
さ
れ
、
約
１
０
０
人
の

参
加
者
が
、
支
え
あ
っ
て
生
き
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
村
社
会
福
祉
協
議

会
の
田
島
英
男
会
長
が
「
―
と
も
に

生
き
、
支
え
あ
う
福
祉
の
村
づ
く

り
―
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
と
お
り
、

み
な
さ
ん
元
気
に
生
き
て
い
っ
て

欲
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
名
誉
大

会
長
の
須
藤
村
長
が
「
高
齢
者

が
明
る
く
元
気
に
働
い
て
い
る
良

い
村
と
言
え
る
よ
う
な
村
を
め
ざ

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
開
会
行
事
で
は
福
祉
功
労
者
６

名
と
１
団
体
を
表
彰
。
受
賞
者
を

代
表
し
て
、
福
祉
団
体
役
員
の
小

沢
實
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
特
定
非
営
利
法
人
「
ど

ん
ぐ
り
の
家
」
理
事
長
の
西
山
光

子
さ
ん
が
、
「
私
と
障
害
者
福
祉

〜
地
域
に
支
え
ら
れ
〜
」
と
題
し

て
講
演
。
西
山
さ
ん
は
自
分
の
介

護
体
験
を
通
じ
て
「
木
の
ぬ
く
も

り
を
感
じ
な
が
ら
、
お
年
寄
り
の

こ
と
ば
に
耳
を
傾
け
、
人
の
ぬ
く

も
り
を
感
じ
る
人
間
関
係
を
育
て

て
い
く
こ
と
が
重
要
。
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　
舞
踏
愛
好
会
「
あ
す
か
竜
」（
十

和
田
市
）
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

も
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は
笑
顔
で

ス
テ
ー
ジ
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

福
祉
功
労
者
表
彰

・
福
祉
団
体
役
員

　
上
野
山
節
子

　
小
沢
　
　
實

・
介
護
老
人
保
健
施
設
し
ん
ご
う

　
職
員

　
川
原
美
智
子

　
久
保
み
ど
り

　
田
沢
さ
だ
子

　
奥
　
　
恵
子

・
施
設
団
体

　
介
護
老
人
保
健
施
設
し
ん
ご
う

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
こ
の
た
び
、
佐
藤
喜
美
雄
さ
ん
、

静
子
さ
ん
夫
妻
（
堂
ケ
前
）
が
平

成
19
年
度
葉
た
ば
こ
生
産
功
労
者

と
し
て
、
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式

会
社
社
長
よ
り
感
謝
状
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
多
年
に
わ
た

り
葉
た
ば
こ
生
産
の
改
善
に
努

め
、
た
ば
こ
事
業
の
発
展
に
尽
力

し
た
事
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　
こ
の
栄
誉
を
称
え
、
２
月
23
日
、

ア
ピ
ル
五
戸
に
お
い
て
祝
賀
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
祝
賀
会
に
は
、

県
た
ば
こ
耕
作
組
合
長
、
村

議
会
議
員
、
地
域
の
葉
た
ば

こ
生
産
農
家
ら
約
１
０
０
名

が
出
席
。
須
藤
良
美
村
長
が

「
こ
の
受
賞
を
契
機
に
村
内

外
の
葉
た
ば
こ
栽
培
農
家
の

発
展
を
願
う
」
と
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
佐
藤
喜
美
雄
さ
ん

が
「
賞
は
私
一
人
の
も
の
だ

と
は
思
っ
て
い
な
い
。
私
を

支
え
、
励
ま
し
て
く
れ
た
、

今
日
お
集
ま
り
頂
い
た
皆
さ

ん
の
賞
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
堂
ケ
前
集
落
、
関
係
者
の
皆

様
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
」
と
出

席
者
へ
お
礼
の
こ
と
ば
。

　
祝
賀
会
実
行
委
員
長
の
佐
藤
光

男
さ
ん
は
「
受
賞
は
村
内
の
葉
た

ば
こ
栽
培
農
家
の
励
み
に
な
る
と

思
う
。
若
い
経
営
者
に
と
っ
て
も

い
い
刺
激
に
な
る
は
ず
。
」
と
目

を
細
め
て
い
ま
し
た
。

　
同
賞
の
受
賞
は
堂
ケ
前
地
区
で

10
年
ぶ
り
４
人
目
と
の
こ
と
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

葉
た
ば
こ
栽
培
で

Ｊ
Ｔ
社
長
賞
を
受
賞

葉
た
ば
こ
栽
培
で

Ｊ
Ｔ
社
長
賞
を
受
賞

〜
新
郷
村
社
会
福
祉
大
会
〜

支
え
あ
う
福
祉
の
村
づ
く
り

〜
新
郷
村
社
会
福
祉
大
会
〜

〜
新
郷
村
社
会
福
祉
大
会
〜

葉
た
ば
こ
栽
培
で

Ｊ
Ｔ
社
長
賞
を
受
賞
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▲ 左から三谷教諭、裕人君、中川校長

人
形
劇
に
大
歓
声

＊
子
育
て
メ
イ
ト
活
動
＊

　
内
閣
府
な
ど
主
催
の
「
交
通
安

全
フ
ァ
ミ
リ
ー
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
小
学
生
部
門
で
、
西
越
小
学
校

六
年
の
風
張
裕
人
君
が
、
優
秀
賞

「
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
賞
」
を

受
賞
し
、
２
月
20
日
、
五
戸
警
察

署
三
上
交
通
課
長
が
西
越
小
を
訪

れ
、
賞
状
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
は
小
学
生
部
門
に
全
国
か

ら
二
千
四
百
六
十
六
点
の
応
募
が

あ
り
、
優
秀
賞
は
最
優
秀
賞
（
一

点
）
に
次
ぐ
賞
で
、
各
学
年
一
点

ず
つ
計
六
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

裕
人
君
は
１
年
生
の
と
き
に
、
全

国
学
芸
科
学
コ
ン
ク
ー
ル
・
詩
部

門
で
最
高
位
を
獲
得
し
て
以
来
、

２
度
目
の
全
国
レ
ベ
ル
の
受
賞
。

今
回
は
「
自
分
の
命
、
つ
な
が
っ

て
い
る
命
」
と
題
し
、
父
親
の
車

に
乗
っ
て
い
る
時
に
タ
ヌ
キ
が
急

に
飛
び
出
し
て
き
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
家
族
全
員
で
交
通
安
全

に
つ
い
て
の
話
し
合
い
、
も
し
も

自
分
が
事
故
で
死
ん
で
し
ま
っ
た

ら
家
族
は
ど
う
思
う
の
か
な
ど
を

綴
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
西
越
地

区
で
は
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
継

続
中
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
新
郷
村
、

青
森
県
、
そ
し
て
全
国
と
、
こ
の

死
亡
事
故
『
０
』
が
広
が
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
。
一
人
一
人
の
命
が
、

み
ん
な
の
命
と
つ
な
が
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
…
。
」
と
結
ん
で
い
ま

す
。

　
将
来
は
獣
医
に
な
り
た

い
と
い
う
裕
人
君
は
「
ま

さ
か
受
賞
で
き
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
家

族
全
員
が
喜
ん
で
く
れ
て

う
れ
し
い
。
作
文
を
書
く

こ
と
は
あ
ま
り
好
き
じ
ゃ

な
い
け
ど
西
越
地
区
が
死

亡
事
故
ゼ
ロ
50
年
を
達
成

し
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い

て
書
こ
う
と
思
っ
た
。
一

人
ひ
と
り
が
交
通
安
全

を
心
が
け
る
こ
と
で
交
通

事
故
は
減
っ
て
い
く
と
思

う
。」
と
受
賞
の
感
想
を
述

べ
ま
し
た
。

　
母
親
の
明
子
さ
ん
は

「
指
導
し
て
く
れ
た
三
谷
先
生
は

も
ち
ろ
ん
、
学
校
生
活
で
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
全
て
の
方
々
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
卒
業
間
近
に
大

き
な
賞
を
い
た
だ
い
て
小
学
校
生

活
の
思
い
出
が
ひ
と
つ
増
え
ま
し

た
。
こ
の
作
文
は
裕
人
と
わ
が
家

の
財
産
で
す
。」と
喜
び
の
声
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
３
月
７
日
（
金
）、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
子
育
て
メ

イ
ト
（
中
平
慶
子
代
表
）
が
村
内

の
５
歳
児
の
親
子
と
交
流
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
５
歳
児
健
診
の
後
に
行
わ
れ
た

交
流
会
に
は
親
子
24
名
と
メ
イ
ト

８
人
が
参
加
。
折
り
紙
や
お
絵
か

き
等
を
行
い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。
メ
イ
ト
手
作

り
の
人
形
を
使
っ
た
音
楽
人
形
劇

「
大
き
な
だ
い
こ
ん
」
が
上
演
さ

れ
る
と
、
子
ど
も
達
は
目
を
輝
か

せ
て
舞
台
に
見
入
り
、
大
き
な
声

で
一
緒
に
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

　
母
親
と
一
緒
に
参
加
し
た
福
山

佑
奏
（
扇
ノ
沢
）
さ
ん
は
「
人
形

と
一
緒
に
歌
っ
て
楽
し
か
っ
た
。

ど
の
人
形
も
か
わ
い
い
」
と
に
っ

こ
り
。

　
20
年
以
上
も
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
中
平
さ
ん

は
「
初
め
て
の
人
形
劇
は
緊
張
し

た
が
、
子
ど
も
達
が
真
剣
に
見
て

く
れ
て
や
り
が
い
が
あ
っ
た
。
こ

れ
か
ら
も
機
会
を
見
つ
け
て
上
演

し
て
い
き
た
い
」
と
活
動
の
継
続

に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ゆ
か
な

風
張
裕
人
君（
西
越
小
六
年
）、
大
臣
賞
に
輝
く

風
張
裕
人
君（
西
越
小
六
年
）、
大
臣
賞
に
輝
く

交
通
安
全
フ
ァ
ミ
リ
ー
作
文
コ
ン
ク
ー
ル



８

　
２
月
８
日
、
青
森
国
際
ホ
テ
ル

で
、
平
成
19
年
度
「
農
山
漁
村
女

性
の
日
」
青
森
県
大
会
が
開
催
さ

れ
、
荻
沢
悦
子
さ
ん
（
扇
ノ
沢
）

が
新
Ｖ
ｉ
Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
と
し
て

青
山
副
知
事
よ
り
認
定
証
書
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
荻
沢
さ
ん
は
家
族
で
、
主
に
輪

き
く
を
中
心
に
農
業
を
行
っ
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
、
地
域

の
い
ろ
い
ろ
な
場
で
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

（
Ｖ
ｉ
Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
と
は
、

「Village C
onductor of w

om
an

」

の
略
称
で
、
地
域
の
よ
り
よ
い
「
農

業
と
く
ら
し
」
を
指
揮
す
る
女
性

リ
ー
ダ
ー
を
意
味
し
ま
す
。

　
現
在
新
郷
村
で
は
、
４
名
の
方

が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
）

　
内
閣
府
が
国
民
運
動
と
し
て
今

年
か
ら
定
め
た
「
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
の
２
月
20
日
、

戸
来
駐
在
所
で
は
中
野
平
、
新
町

の
２
箇
所
に
看
板
を
設
置
し
ま
し

た
。
「
目
指
す
日
」
は
、
記
録
が

残
っ
て
い
る
１
９
６
８
年
以
降
、

全
国
で
毎
日
死
亡
事
故
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
設
定
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
２
月
20
日
と
４
月

10
日
が
運
動
の
実
施
日
で
す
。

　
こ
の
日
は
中
里
駐
在
所
長
が
、

「
交
通
事
故
０
の
村
新
郷
」
と
書

か
れ
た
看
板
を
設
置
し
、
ド
ラ
イ

バ
ー
や
歩
行
者
へ
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
３
月
２
日
、
村
消
防
団
第
２
分

団
で
は
、
管
内
常
会
長
を
通
じ
て

各
家
庭
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
住
宅
へ
の
火
災
警
報
器

設
置
が
法
律
に
よ
り
義
務
付
け
ら

れ
た
こ
と
を
機
に
行
っ
た
も
の
で

す
。
２
分
団
屯
所
前
に
お
い
て
管

内
の
西
越
、
田
中
、
堂
ケ
前
の
常

会
長
３
名
へ
、
佐
藤
喜
美
雄
副
分

団
長
が
各
常
会
分
の
警
報
機
１
０

１
個
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
寄
贈
に
あ
た
っ
た
団
員
は
「
逃

げ
遅
れ
か
ら
尊
い
命
が
犠
牲
に
な

る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
警
報
機
を
早

め
に
適
正
に
設
置
し
、
早
期
発
見
、

早
期
通
報
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
２
月
19
日
、
美
郷
館
に
お
い
て

「
明
る
い
選
挙
推
進
講
演
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
有
権
者

が
選
挙
の
持
つ
意
義
を
十
分
認
識

し
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
積
極

的
に
投
票
に
参
加
す
る
事
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
投
票
管

理
人
、
立
会
人
ら
関
係
者
38
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
主
催
者
を
代
表
し
て
村

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
長
の
戸

田
真
さ
ん
が
「
今
年
の
７
月
に
は

村
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
今
回
の
講
演
会
を
契

機
に
さ
ら
に
公
正
で
明
る
い
選
挙

を
推
進
す
る
こ
と
を
願
う
」
と
あ

い
さ
つ
。

　
講
演
は
青
森
中
央
学
院
大
学
教

授
の
木
村
良
一
氏
を
講
師
と
し
て

「
わ
た
し
た
ち
の
生
活
と
政
治
の

関
わ
り
」
と
題
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
木
村
氏
は
わ
が
国
の
選
挙
の

歴
史
や
県
内
の
選
挙
事
情
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
。
さ
ら
に
「
戦
後
、

地
方
か
ら
良
い
政
治
を
発
信
で
き

る
よ
う
地
方
に
権
限
が
委
譲
さ
れ

た
。
ひ
と
つ
の
地
域
か
ら
国
の
政

策
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
可
能

性
も
あ
る
」
と
地
方
自
治
の
波
及

効
果
を
示
唆
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
首
長
や
議
会
議
員
が
有
権
者
に

よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
こ
と
の
重
要

性
を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

公
正
な
選
挙
を
め
ざ
し
て

な
く
そ
う

　
　
交
通
事
故

備
え
よ
う

　
　
防
火
の
心

Ｖ
ｉ
Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン

に
な
り
ま
し
た
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３
月
２
日
（
日
）、
川
代
常
会

の
み
な
さ
ん
が
「
桜
」
の
木
の
剪

定
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
桜
」
の
木
は
川
代
小
中

学
校
の
卒
業
生
の
記
念
樹
で
、
地

域
住
民
の
協
力
の
も
と
長
年
守
り

続
け
て
き
ま
し

た
。

　
春
に
は
春
風

に
、
冬
に
は
雪

の
重
み
に
耐
え

か
ね
た
枝
が
県

道
に
落
ち
そ
う

に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
道
路
は

川
代
小
学
校
へ

の
通
学
路
で
も

あ
り
、
子
ど
も

た
ち
に
被
害
が

及
ば
な
い
う
ち

に
子
ど
も
た
ち

を
守
り
ま
し
ょ

う
と
地
域
で
相

談
し
、
こ
の
た

び
の
奉
仕
活
動

と
な
り
ま
し
た
。

　
奉
仕
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。
そ
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
春
に
は
き
っ
と
き
れ
い
な
桜
の

花
が
咲
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
昨
年
12
月
か
ら
１
月
に
か
け
て

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
４

回
の
講
義
を
受
講
し
て
、
10
名
の

新
し
い
推
進
員
（
愛
称
ヘ
ル
ス
メ

イ
ト
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
義
で
保
健
所
の
保
健

師
や
栄
養
士
な
ど
か
ら
栄
養
や
食

生
活
、
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
な

ど
、
現
在
、
村
や
地
域
で
行
わ
れ

て
い
る
健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い

て
学
び
、
家
族
や
親
し
い
ご
近
所

の
方
々
と
そ
の
知
識
や
実
践
す
る

意
欲
を
広
め
て
い
く
役
割
を
担
い

ま
す
。
先
輩
推
進
員
と
と
も
に

４
月
か
ら
村
の
栄
養
改
善
に
向
け

て
活
躍
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

　内閣府ではエイジレス・ライフ（年齢にとらわれず自らの責任と能力において自由で生き生きとした生活を送る）を実践し
ている高齢者、地域で社会参加活動を積極的に行っている高齢者のグループを広く紹介し、すでに高齢期を迎え、またはこれ
から迎えようとする世代の高齢期における生活の参考としてもらうために、これら活動事例の募集を行っています。

募集する活動事例
①　エイジレス・ライフ実践者
　下記のいずれかを実践している概ね65歳以上の方

②　社会参加活動
　　積極的な活動を通じ、社会とのかかわりを持ち、生き生きと充実した生活を送っている概ね65歳以上の方が中心となって構成して

いるグループ等（10名以上）

推　薦　方　法　新郷村総合福祉センターに３月31日（月）までに推薦する氏名またはグループ名、活動内容がわかるものを提出。
紹介事例の決定等　内閣府に都道府県・指定都市及び高齢者関連団体から推薦のあった事例について、選考委員会から意見を聴取し、

内閣官房長官が決定します。決定した事例については、書状と記念の楯を授与します。
紹　介　方　法　決定した事例については、国民に広報を行います。また、「心豊かな長寿社会を考える国民の集い」において、

事例の紹介を行います。
問 い 合 わ せ 先　新郷村役場厚生グループ（総合福祉センター内）‡６１－７５５５

● 過去に培った知識や経験を活かし、高齢期の生活で社会に還元し活躍している
● 中高年から一念発起して、物事を成しとげた
● 壮年期において達成した地位や体面などにとらわれることなく、高齢期を新しい価値観で生き生きと生活している
● 自らの努力、習練等により、優れた体力・気力等を維持し活躍している
● 地域社会のなかで、地域住民のリーダーやコーディネーター的な役割を発揮し、生き生きと生活している

（活動分野）●趣味　　●教育、文化　  　●福祉、保健　　　●健康、スポーツ　　●生活環境改善
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●地域行事、自治会　　　　●生産、就業（起業を含む）　　　　　　●安全管理　　　　●その他

いきいき高齢者募集中！いきいき高齢者募集中！

平成20年度 エイジレス・ライフ実践者及び社会参加活動事例の募集

おおむ

おおむ

▲ 作業後▲ 作業前

通
学
路
で
剪
定

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

せ
ん

て
い

食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座
　
修
了
！
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①住民の安全・安心の向上や地域の活性化のため
●道路整備が不十分な地域では、児童・生徒の通学路に歩道やガードレールが設置されていない、

救急搬送に時間がかかり、救急救命に不安があるなどの課題を抱えています。また、高速道路の
空白地城では、産業振興や観光振興のために一日も早い高速道路の完成が望まれています。

●都市部の渋滞解消のためには、開かずの踏切の解消や環状道路の整備が必要です。鉄道の連続立
体交差化事業に必要な費用の９割は道路特定財源で賄われています。

●道路特定財源は道路建設だけでなく、維持管理にも使われています。道路の除雪やガードレール
などの交通安全施設の維持管理も道絡特定財源で賄われています。

●今後20年間にわたって高度経済成長期に建設した橋りょう等が続々と更新時期を迎え、大規模な
改修が必要になってきます。改修には多大な費用が必要であり、厳しい財政状況のもとで費用を
賄うためには、道絡特定財源と暫定税率の推持は欠かせません。

②質の高い住民サービスを守るため
●暫定税率が廃止されると、都道府県と市町村の収入は１兆６千億円を超える減収となり、道路の

建設はもちろん維持・管理・補修の費用さえ賄えなくなります。
●暫定税率が廃止されると、他の分野に充てていたはずの税収を道路事業にまわさなくなければな

らなくなり、福祉、教育等他の分野の予算をいっそう切り詰めることになりかねません。

地方六団体　道路特定財源確保緊急対策本部

（全国知事会・全国都道府県議会議長会・全国市長会・全国市議会議長会・全国町村会・全国町村議会議長会）

安全・安心な国民生活に、
ガソリン税などの
暫定税率維持が必要です。
皆様のご理解を
ぜひお願いします。

暫定税率が廃止されると

地方自治体の収入は大幅に減少します。

通学路の整備や開かずの踏切対策、

救急医療など私たちの生活の

安全・安心の向上のための道路の整備や、

幹線道路ネットワークの形成など

地域活性化のための道路の整備に

影響を及ぼすことになります。

危機的状況にある

地方財政を直撃し、

教育や福祉といった

他の住民サービスが低下する

事態になりかねません。

地方六団体からの
お知らせ
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　平成２０年５月１日から戸籍法一部改正により、戸籍の窓口で本人確認をすることが法律で定めら
れました。

１．婚姻や養子縁組などの届出の際の本人確認などが法律上のルールになります
２．戸籍謄本等を取得する要件や手続きなどが厳しくなります

○戸籍の窓口では
・戸籍謄本等を取りに来られた方について、運転免許証、写真つき住民基本台帳カードなどの写真

つきの本人確認書類（以下「本人確認書類」といいます。）の提示により、確認を行います。
・代理人や使いの方については、委任状など書面による確認も行います。

○郵送では
　・本人確認書類の写しを同封し、返送先は現住所とすることが必要となります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◇戸籍に記載されている方、またはその配偶者、直系の親族の方（以下「本人等」といいます。）に

ついては、戸籍謄本等を使用する理由の明示は不要です。
◇本人等以外の方については、
　・自分の義務を果たすため等に戸籍の内容を確認する必要があること
　・国または地方公共団体の機関に提出する必要があること
　などの正当な理由を、請求書に詳しく書くことが必要となります。

　　 戸籍の届出に関して、どのような取扱いがされるのですか。
　結婚、離婚、養子縁組、養子離縁は今までも本人確認を行っていたところですが、今回認知
が追加され、さらに自分自身が窓口に来たことが確認できない場合には、届出を受理しないよ
うに申出をすることができるようになります。

　　 本人確認は、どのような方法で行うのですか。
　戸籍の窓口に来られた方について、本人確認書類の提示による方法で行います。

　　 具体的にどのように厳しくなるのですか。
　戸籍謄本等を請求する際には必ず本人確認を行うことになります。本人確認の方法は、結婚
などの届出の際の本人確認と同じように、本人確認書類の提示による方法で行います。さらに、
代理人や使いの方が請求する場合には、委任状が必要になります。

　なお、他人の戸籍謄本等を取得するためには正当な理由がある場合に限りますが、その際にはその
理由を請求書に詳しく記載することが必要となります。

※ご不明な点は役場住民グループ戸籍係まで　TEL７８－２１１１

戸籍の窓口で本人確認が必要になります

「本人確認」を行います

正当な理由を明示してください

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ
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新
郷
俳
句
会

ふ
る 

ぎ

み 

た
び

ふ
ぶ
き

ぼ 

た
ん

か
ざ
は
な

ひ
な
た

まは
つ
ま
ご

う
ぶ 

ぎ

ぬ
た
に 

ま

そ
う み

ち
の
く
に
見
し
風
花
や
こ
こ
は
南
国�

福　

士　

香
芽
子

ゆ
た
ん
ぽ
の
袋
に
せ
む
と
古
着
と
く�

鹿　

島　

と　

わ

年
ご
と
に
ふ
た
た
び
三
度
く
る
吹
雪�

　
　

根　

リ　

サ

散
り
ゆ
く
も
な
お
う
る
わ
し
き
牡
丹
雪�

　

小　

坂　

良　

子

風
花
や
小
高
き
日
向
母
眠
る�

長　

峯　

ユ　

リ

風
花
の
舞
い
散
る
里
の
空
青
し�

福　

山　

康　

子

風
花
や
初
孫
待
ち
て
産
着
縫
う�

戸　

来　

れ
い
子

地
に
ふ
れ
ぬ
風
花
も
あ
る
谷
間
行
く

鹿　

島　

恵
美
子

葬
送
る
バ
ス
に
風
花
舞
い
て
消
ゆ

村　

上　

て　

る

年　　金　　だ　　よ　　り

　
平
成
20
年
度
の
毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
額

は
、
１
４
、４
１
０
円
で
す
。

　
４
月
上
旬
に
、
平
成
20
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
案
内
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
納
付

案
内
書
に
は
毎
月
分
の
保
険
料
の
納
付
書
の
ほ

か
に
、
口
座
振
替
申
出
書
や
前
納
用
の
納
付
書

も
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
月
の
保
険
料
は
納
付
書
に
添
え
て
、
金
融

機
関
や
郵
便
局
、
各
社
会
保
険
事
務
所
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
る
と
納
め
忘

れ
が
な
く
便
利
で
安
心
、
確
実
で
す
。
口
座
振

替
は
通
常
翌
月
末
の
引
落
と
し
で
す
が
、
早
割

制
度
（
当
月
末
引
落
と
し
）
を
利
用
す
る
と
月

々
50
円
割
引
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
前
納
制
度

（
一
定
期
間
分
の
保
険
料
を
前
も
っ
て
納
め
る
）

は
さ
ら
に
お
得
で
、
口
座
振
替
で
の
前
納
は
現

金
で
の
前
納
よ
り
も
割
引
額
が
増
え
ま
す
。

　
も
し
４
月
中
旬
に
な
っ
て
も
納
付
案
内
書
が

届
か
な
い
場
合
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
基
礎
年
金
番
号
に
結
び

つ
い
て
い
な
い
約
５
、０
０
０
万
件
の
記
録
に
つ

い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
名
寄
せ
を
行

い
、
そ
の
結
果
、
基
礎
年
金
番
号
の
記
録
と
結

び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
記
録
が
出
て
き
た
方
に

平
成
20
年
３
月
ま
で
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を

順
次
お
送
り
し
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
は
、
こ
う
し
た
方
以
外

の
す
べ
て
の
皆
様
方
に
も
次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
よ
り
順
次
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
お
送
り

い
た
し
ま
す
。

●
年
金
受
給
者
の
方
々
へ
は
平
成
20
年
４
月

か
ら
５
月
ま
で
の
間

●
現
役
加
入
者
の
方
々
へ
は
平
成
20
年
６
月

か
ら
10
月
ま
で
の
間

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
い
た
方
で
、
ご

質
問
、
お
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
場
合
は
「
ね
ん

き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
０
５
７
０
―

０

５
８
―

５
５
５
で
承
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
住
所
・
名
字
が
変
わ
っ
た
方
は
す
み
や
か

に
届
出
を

　
現
在
の
住
所
と
お
届
け
い
た
だ
い
て
い
る
住

所
が
異
な
っ
て
い
る
と
大
切
な
「
ね
ん
き
ん
特

別
便
」
を
お
届
け
で
き
ま
せ
ん
。
住
所
の
変
更
・

訂
正
は
ご
自
身
に
よ
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
結
婚
等
で
名
字
が
変
わ
っ
た
こ
と
が

あ
る
方
で
氏
名
変
更
の
お
届
け
が
な
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
過
去
の

年
金
記
録
を
探
す
た
め
に
も
届
け
出
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
届
出
先
な
ど
詳
し
く
は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
」
０
５
７
０
―

０
５
―

１
１
６
５
ま
で
、

ま
た
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４
月
上
旬
に
国
民
年
金
保
険
料

納
付
案
内
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
つ
い
て
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水田経営所得安定対策加入手続きについて！
　水田経営所得安定対策（旧名称　品目横断的経営安定対策）の加入手続きが、平成20年
４月１日から始まります。受付場所は、最寄の農政事務所及び各地域課になります。

◇対象農業者：認定農業者　（４ha以上）
　　　　　　　集落営農組織（20ha以上）
　　　　　　　地域水田ビジョンに位置づけられている地域の担い手

◇対象農産物：生産条件不利補正対策（麦・大豆）
　　　　　　　収入減少影響緩和対策（米・麦・大豆）

◇加入手続き：20年４月１日～６月30日
　　　　　　　※20年からは、固定払（旧略称 緑ゲタ）についても同時に受付します。

～ 問い合わせ先 ～ 

青森農政事務所地域第二課（八戸庁舎）　TEL0178－29－2113

青森農政事務所八戸統計・情報センター　TEL0178－27－2546
　　　　　　　　　　　　　　　ほか、市町村・農協・担い手協議会

加入・相談窓口

相　談　窓　口
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大　人
（１２歳以上）

村　内
６５歳以上

３５０円

１５０円

３９０円

改　定　前 改 定 後（４月１日から）

２００円

新郷温泉館・野沢温泉　入浴料改定のお知らせ
４月１日より下記のとおり改定となります。

今後とも宜しくお願い申し上げます。

営 業 時 間　　午前９時～午後９時

休 館 日　　毎週月曜日（ただし、祝日にあたる場合は営業）

野沢温泉営業日　　毎週土・日・月曜日、祝日

問い合わせ先　新郷温泉館　TEL７８－３０５０

　自動車税の納税通知書は原則として運輸支局に登録されている住所（車検証に記載されている住所）
にお送りしています。自動車をお持ちの方は、引っ越しなどで住所が変わったときには、運輸支局等で
住所の変更登録をする必要があります。この変更登録をしていただくと、自動車税の納税通知書も変更
後の住所に送られることになります。
　すぐに変更登録の手続ができない場合は、最寄りの地域県民局県税部まで届出いただくか、役場窓口
にある変更届をご利用ください。また、県税ホームページ（http://www.pref.aomori.lg.jp.zeimu/）でも
受付しています。
問い合わせ先：三八地域県民局県税部納税課　TEL０１７８－２７－５１１１　内線２０５～２０７、３５６

　青森県では県税口座振替の申し込みを受け付けています。県税の納付は、便利で、安全・
確実な口座振替をご利用ください。
《口座振替を利用できる県税》
　自動車税、個人事業税、法人県民税・事業税、軽油引取税
《お申込方法》
　通帳と預金届出印を持参のうえ、最寄りの取扱金離機関、または地域県民局県税部にて申し込みくだ
さい。申込用紙は取扱金融機関、地域県民局県税部の窓口に備え付けてあります。
《取扱金融機間》
県内各銀行、県内各信用金庫、青森県信用組合、東北労働金庫、各農業協同組合、青森県信用農業協同
組合連合会、各漁業協同組合、青森県信用漁業協同組合連合会（※岩手銀行、東北銀行、秋田銀行、
北日本銀行、東北労働金庫は、県内支店口座からの口座振替に限られます）
▼ロ座振替一口メモ▲

①自動車税を口座振替した場合は、後日送付される振替済通知書に《納税証明書》が付いています。
車検時に利用できますので、大切に保管してください。

②自動車税の口座振替申し込み期限は、４月３０日です。お早めに申し込みください。
問い合わせ先：三八地域県民局県税部管理課　TEL０１７８－２７－５１１１　　内線３５７

県税口座振替のお知らせ

愛 車 の 住 所 変 更 も 忘 れ ず に
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「交通事故死ゼロを目指す日」４月１０日（木）

春の全国交通安全運動

「戸来警察官駐在所」は
４月１日から

「新郷警察官駐在所」です

　平成１７年３月に西越警察官駐在所が

廃止になり、戸来警察官駐在所の管轄区

域は新郷村全域へと拡大しました。今回

の改称は管轄区域をわかりやすくすると

ともに、西越地区の方々にも親しんでも

らおうということを目的としています。

　なお、住所等に変更はありません。

新郷警察官駐在所　TEL７８－２１１０

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり
　　　　　　　　　を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！

有機資源センター新郷
問い合わせ先　TEL７８－３５５５  

営業時間　９：００～１６：００
（休日：毎週月曜日、年末年始）

し ょ う ぼ う 情 報 け い さ つ 情 報
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

平成20年県内の交通事故概況 青森県交通対策協議会20.２.29現在

※（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

平成２０年４月１０日（木）は「交通事故死ゼロを目指す日」

あなたも参加　わたしもやります  “交通安全”

死
者
の
状
態

発
生

死
者

傷
者

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

飲 酒 運 転 に よ る 死 者 ０人  （－１）

２人  （－５）

３人  （－１）

３人  （＋２）

２人  （＋１）

高齢者の死者 ～65歳以上の人～

自動車乗車中の死者

非 着 用 死 者

着 用 し て い れ ば 助 か っ た と 思 わ れ る 人

２　月　中

５７９件
（＋１１２）

３人
（－　 １）

７１７人
（＋１３７）

２月末累計

１，２０９件
（＋１９７）

５人
（－　 ５）

１，５１８人
（＋２３０）

　県民一人ひとりに交通安全思想の普及・浸透
を図り交通ルールの遵守と交通マナーの実践を
習慣付けることにより、交通事故防止の徹底を
図ることを目的とします。

４月６日（日）から４月15日（火）までの10日間
 春の全国交通安全運動県民総決起大会  ４月４日（金）
 交通事故死ゼロを目指す日　　　　　  ４月10日（木）

１　子どもと高齢者の交通事故防止
２　全ての座席のシートベルトとチャイルド
　　シートの正しい着用の徹底
３　自転車の安全利用の推進
４　飲酒運転の根絶

◆県民の皆様には、「交通事故死ゼロを目指す日」を契
機に、家庭やそれぞれの地域、職場・学校等において、
交通ルールの遵守と交通マナーの実践について再確認し、
県民総ぐるみで交通事故の防止に努められますよう
お願いします。

◆運転者は、速度を控えめにし、子どもや高齢者に対す
る思いやり運転を心がけてください。また、夕暮れ時
の早め点灯や夜間に対向車・先行車がないときは前照
灯の上向き点灯を実践してください。

◆歩行者は、横断時の安全確認の徹底や、夜間の事故防
止に非常に効果のある反射材の活用をお願いします。

◆◆◆ 五戸消防署西分遣所からのお知らせ ◆◆◆

統一標語

『火は見てる　あなたが離れる　その時を』
　平成２０年４月１４日（月）から４月２０日（日）まで

の一週間、県下一斉に春の火災予防運動が実施され

ます。

　この時季は空気が乾燥し風が強く吹き、火災の発

生しやすい気象状態が続きます。火災はちょっとし

た不注意から発生し、尊い人命や貴重な財産を一瞬

にして奪い去ってしまいます。火災を出さないため

に、次の七つのポイントを守りましょう。

三つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。

○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用

する。

○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を

消す。

四つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置

する。

○寝具や衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、

防炎品を使用する。

○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等

を設置する。

○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近

所の協力体制を作る。

火事・救急・救助は１１９
※消防に関する問い合わせは五戸消防署西分遣所　TEL７８－２１１９まで

～住宅防火　いのちを守る　七つのポイント～

春の全国交通安全運動平成２０年 のお知らせ

「交通事故死ゼロを目指す日」４月１０日（木）

運動の
目　的

運動の
期　間

運動の
重　点

（ ）

人の動 き

男　1,550人（±０人）
女　1,658人（±０人）
計　3,208人（±０人）

世帯数967世帯（±0世帯）
（平成20年２月29日現在）

名前が変わります
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250
80％

▲ガイド
む 

ら 

の誕 生 石

ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

パ
パ
と
マ
マ

の
ね
が
い

４月

平 成 20 年

卯 月 うづき
April

ダイヤモンド（金剛石）
― 洗浄・無垢 ―

火
災
・
救
急
・
救
助
は
（
局
番
な
し
）
119

○ 

西
越
保
育
園
の
部

172

　
佐
々
木
　
里
菜
ち
ゃ
ん

　
Ｈ
19
・
７
・
11
生

　
（
地
区
）

戸
来

　
（
パ
パ
）

貴
洋
　
（
マ
マ
）

香
織

▲

お
姉
ち
ゃ
ん
と
い
つ
ま
で
も
な

か
よ
く
、
健
康
で
や
さ
し
い
子
に

そ
だ
っ
て
ね
！

田島　愛海さん（6才）

保育園でひなまつりお茶会を開い
たよ。わたしはピンクのお着物を着て、
ちょっぴり緊張。大きなかさの前で、
お友達と先生とお写真撮ったよ。

佐藤　邑磨くん（6才）

ひなまつりお茶会で、皆の前で「茶せんしらべ」
を披露したよ。はじめは上手に出来なかった
けど、何回も練習してお茶会では一番上手
に出来、お母さんにほめられて嬉しかったよ。

青山　雅樹くん（6才）

あまり着たことのない「はかま」
を着てお茶会に参加したよ。桃
の花の形をしたお菓子を上手
に運べたよ。

あおやま まさ き

佐藤　涼夏さん（6才）

ひなまつりお茶会で、お客さまに
お菓子とお茶をお運びしたよ。
着物だったから、少し歩きづらか
ったけど、上手にお運びできたよ。

さ すず かとう た しまさ とう ゆう ま まな　み

燃えるゴミ
収　集　日

缶を前出ししているステーションが多いです。収集日に出しましょう

予防接種相談日　毎週月曜日　正午～午後５時まで　TEL 61－7555

1 火 新学年　エイプリルフール�  

2 水 不用犬の引取り�

3 木 粗大ごみ処理券受付開始（～10日）

4 金 資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日

6 日 春の全国交通安全運動（～15日）

7 月 小中学校入学式　新郷温泉館休館日

11 金 資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日

14 月 行政相談　新郷温泉館休館日

16 水 新郷中学校修学旅行（～19日）

17 木 粗大ごみ収集日

18 金

資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日

乳児・１歳６ヶ月児・２歳児健診

１歳６ヶ月児・２歳児13：00～13：20受付
　総合福祉センター

乳児　　　　　　　　13：20～13：40受付

人権相談（9：00～12：00　開発センター）

20 日 第343回子ども会親子早起きそうじ

21 月 新郷温泉館休館日

新郷温泉館休館日

24 木 教育大会　狂犬病予防注射・登録（～25日）

25 金 燃えないごみ収集日

27 日 五戸地区消防団連合観閲式

28 月

ＢＣＧ予防接種

（13：00～13：30受付　診療所）

29 火 昭和の日

30 水 軽自動車税納期限

　２月１０日（日）、川代小学校の伝統芸能「南部大
黒舞」の門付けが行われ、４年生から６年生の５人が
地区内６ヵ所で披露しました。水沢集会所前では小雪
まじりのなか、高らかに鈴の音を鳴らし、五穀豊穣や
無病息災を祈りました。

り

な

さ

さ

き

新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

五穀豊穣を願って五穀豊穣を願って
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